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マネジメント学部 

[地域マネジメント学科の特徴と教育] 

１．地域マネジメント学科の３つのポリシー 

（1）入学者に関する基本的な方針(アドミッション・ポリシー) 

建学の精神「真心こそすべてのすべて」に則り、Sincerity（真心＝偽りや飾りのない心）と Hospitality

（思いやり）の体得に努め、探究心をもって地域・社会に積極的かつ実践的に貢献しようとする意思と

意欲を持つ入学生の受入れを大学の方針として掲げています。 

マネジメント学部が目指すところは、幅広い知識と専門性を備え、柔軟な発想と行動力をもって、持

続可能な地域の創生と活性化に貢献する人材を養成することであり、本学における学びとして構築さ

れた教育課程と教授方法（カリキュラム・ポリシー：CP）を受け止め、自ら進んで学ぶことのできる

人材であるかについて、教科・科目の筆記試験を中心とする基礎学力に関する試験や、面接等を採り入

れた各種選抜試験によって、文部科学省が示す学力の三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体性・多様性・協働性」）を評価することを基本方針とし、その際の選抜方法として以下の観点を

定めています。 

 

①高校教育を広く学修し、マネジメントを学ぶために必要な思考力や判断力を一定程度有している。 

 

②ICT（Information and Communication Technology）やマネジメントに興味をもち、マネジメン

トに関する情報やその情報について考えることに関心を持っている。   

 

③高校教育をとおして、課題を探求しその課題について道筋を立てて構想・構築することに一定程度関

心がある。 

 

④高校教育をとおして基本的なコミュニメーション能力を身につけ、人的ネットワークへの理解があ

り、人と協働する姿勢を一定程度有している。 

 

⑤行動力と実行力を一定程度有している。 

 

(2) 教育課程の編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー) 

マネジメント学部の教育課程編成は、本学が掲げる建学の精神及び教育目標と人材像、学位の授与方

針（ディプロマ・ポリシー：DP）に則り、マネジメント学部の目的及び学位の授与方針（DP）との整

合性を図るとともに、学士力の獲得と「ふくしまならではの学び」を達成するためにカリキュラム・ポ

リシー（CP）を以下のとおり設定しています。 

 

CP1．思考力・判断力を高める 

1）自然・人文・社会・言語分野の「教養教育科目」による幅広い知識の融合を通して、マネジメント

に必要な広い視野や人間の本質などに関する深い洞察力と柔軟な思考力を涵養する。 

2）本学独自の学びの導入として「ふくしまに学ぶ（基礎）」により、地域貢献への意識を再認識し、実

践的な学びの入口に立つとともに、「基礎ゼミナール」を通して大学での学びに必要な基礎力を高める。 
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CP2．情報収集・分析力をつける 

1）新たな時代を見据えて現代社会を理解するために、「教養教育科目」を通してマネジメントに必要な

さまざまな情報収集力と分析力を獲得する。 

2）マネジメントの基礎を獲得するためのアカデミックリテラシーとして ICTに関するリテラシー科目

を必修とするとともに、マネジメントに必要な経済統計やデータ分析などの科目を置く。 

 

CP3．構想・構築力を育む 

1）マネジメントに関わる理論分野の学問体系を包括的に学修する入門科目として、「専門基礎科目Ⅰ、

Ⅱ」を設け、経営学、経済学、政策学等の基礎科目を学び、「専門ゼミナール」によって課題解決の方向

性を発見させる。 

2）地域課題のマネジメントを専門的に学ぶために、地域の金融、企業経営、流通、交通経済等を学ぶ

「地域経営」と防災・危機管理政策、公共政策、メディア、地域コミュニティ等を学ぶ「地域政策」の 2

領域を設定し、学生が目指す将来キャリアに応じて段階的に各論・応用科目を選択できるよう構成する

ことで、地域課題に対する具体的な提案をできるようにする。 

 

CP4．表現力・コミュニケーション力を身につける 

1）現地での演習（「被災地フィールドワーク」「企業・行政・エクスターンシップ」「地域連携演習Ⅰ」

「地域連携演習Ⅱ」「専門ゼミナールⅠ～Ⅲ」）によって、マネジメントをことばで説明する表現力・コミ

ュニケーション力を培う。 

2）学生参画対話型教育（アクティブラーニング）を通して、マネジメントに必要なリーダーシップや

相互に理解する力を培い、コミュニケーション力へとつながる基本的な語学力を養成するために、マネ

ジメントに関する実践的な語学科目を置く。 

 

CP5．実践力・総合力を培う 

1）「ふくしまに学ぶ（応用）」によって体験的学修を取り込みながら、実社会における諸活動に結びつ

け、「専門ゼミナール」を通して、的確な判断の基に課題解決の道筋を提案する実践力、総合力を培う。 

2）学びの成果を集約し、達成度を総合的に測る指標となる「卒業論文・卒業研究指導」を置く。 

 

CP6．厳格な成績評価を行う 

学修成果は、各授業科目のシラバスに示した授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

にしたがい、中間試験、期末試験、レポート、調査、作品、実技、出席状況、口頭試問等（以下「試験等」

という）によって、到達目標と達成度に応じた厳格な成績評価を行う。 

 

（3）学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー) 

マネジメント学部地域マネジメント学科の教育研究上の目的に基づき、地域マネジメント学科教育

課程における学修を通して以下に示すマネジメントに必要な能力・実践技術等を身につけ、福島学院大

学学則に定める卒業に必要な要件を満たした者に対して卒業を認定し、「学士（マネジメント）」の学位

を授与します。 
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DP1．思考力・判断力 

1）人間や文化について幅広い知見を身につけることによって、マネジメントに必要な広い視野から柔

軟に考え判断することができる。 

2）幅広い知見に基づいて、時代と地域の課題を的確に捉え判断するための基礎的能力を有している。 

DP2．情報収集・分析力 

1）新たな社会を見据えて広く現代社会に関心を持つとともに、マネジメントに必要な適切な情報収集

力と客観的な分析力を修得している。 

2）ICT（Information and Communication Technology）を理解し、マネジメントに応用できる技術と

能力とを修得している。 

 

DP3．構想・構築力 

1）マネジメントに必要な専門基礎力をもとに、地域の課題を発見しその解決の方向性を想定する発見

力と構想力を有している。 

2）マネジメントの専門的知見から、地域経営や地域政策に関する構想を具体的な提案として構築する

力を有している。 

 

DP4．表現力・コミュニケーション力 

1）課題に対応した活動の価値を言語やモデルを通して伝え、マネジメントのための情報として表現し

発信することができる。 

2）課題に対応するための企画を動かすリーダーシップによって他者との相互理解をはかり、マネジメ

ントに必要なコミュニケーション力を有している。 

 

DP5．実践力・総合力 

1）さまざまな課題の解決に取り組むために、人と物の資源を組織化するマネジメントの実践力を身に

つけている。 

2）状況を客観的に評価・修正し、組織に成果をもたらすために考え行動する総合的なマネジメントの

実践技術と能力を身につけている。 

 

２．地域マネジメント学科のカリキュラム 

（1）教育課程の概要 

教育課程は、「教養教育科目」と「専門教育科目」に大別されており、以下の科目群から構成されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

教育課程（カリキュラム）

教養教育科目

専門教育科目

教育課程



55  

【教養教育科目】 

 

『ふくしまに学ぶ（基礎）』、『アカデミックリテラシー』、『人の営みと社会の基礎』、『世界をひろげる』、

『体育分野』 

 

【専門教育科目】 
 

『専門基礎科目Ⅰ』、『専門基礎科目Ⅱ』、『ふくしまに学ぶ（応用）』、『専門応用科目(地域経営・地域政

策)』、『ゼミナール科目』 

 

教養教育科目の概要 

◆…必修科目 

授業科目一覧 1年次 2年次 3年次 4年次 

教 

養 

教 

育 

科 

目 

ふくしまに学ぶ（基礎） 

基礎ゼミナール ◆ 

福島と復興 ◆ 

復興と女性 ◆  

地域連携演習Ⅰ ◆ 

被災地フィールドワーク 

   

アカデミックリテラシー 

データリテラシー 

エクスターンシップ・リテラシー 

統計学入門 

ICTリテラシー ◆ 

メディアリテラシー 

英 語Ⅰ ◆ 

英 語Ⅱ ◆ 

   

人の営みと社会の基礎 

マネジメントのための数学 ◆ 

造形と社会 

心理学概論 

経済と社会 

法学 ◆ 

政治学 ◆ 

地域福祉論   

世界をひろげる 韓国語 英語で学ぶ世界の暮らし   

体育分野 
体育講義  

体育実技 
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①『ふくしまに学ぶ（基礎）』 

福島をモデルにしながら、被災地の復興の過程や復興の課題を学び、地域の行政や企業・団体などと連

携して地域振興について実践的に学習することを目指します。 

 

「基礎ゼミナール」を 1 年次必修科目として、高校までの学びから大学における自主的な学びへと円

滑に移行するために必要となる基本的な学修スキルを身につけます。 

 

「福島と復興」では、東日本大震災以降の福島の歩みと現状を資料や現地視察などから考察し、被災地

の復興の過程や復興の課題を学び、地域貢献への実践的な学びの基礎力を構築します。 

 

「復興と女性」では、災害時や復興過程における女性をめぐる状況や課題を学び、社会的に脆弱な立場

に置かれることの問題について理解を深めます。 

 

 

②『アカデミックリテラシー』 

主体的な学習の在り方、アカデミック・スキル＆コミュニケーション力など、マネジメントを学ぶため

の基礎的な情報処理力を修得します。 

 

 

③『人の営みと社会の基礎』 

マネジメントを学修するための基盤となる幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間

性の涵養を目指します。 

 

 

④『世界をひろげる』 

英語および英語圏の文化や隣国である韓国語に触れ、理解を深めます。 

 

 

⑤『体育分野』 

健康的な生活を送るための学びや取り組みとして、「体育実技」とあわせて、健康科学や運動処方を学

びます。 
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専門教育科目の概要 

◆…必修科目 

授業科目一覧 1年次 2年次 3年次 4年次 

専

門

教

育

科

目 

専門基礎科目Ⅰ 

マネジメント入門 ◆ 

経営学入門 

簿記・会計入門 

経済統計 ◆ 

財政学 

経済学概論 

経営管理論 ◆ 

経営組織論 

プログラミング基礎 

  

専門基礎科目Ⅱ 

行政法・地方自治法 ◆ 

ソーシャルビジネス論 

人材マネジメント論 

労働法 

民法 ◆ 

商法 ◆ 

租税法 

地方財政学 ◆ 

地域中小企業論 

  

ふくしまに学ぶ 

（応用） 

 被災地学習 

企業・行政・エクスターンシップ 

地域連携演習Ⅱ 

東北地域論 

メディア危機管理 

復興と政治 

復興とメディア 

復興と企業 

地域における安全安心  

専門応用科目 

（地域経営） 

 経済と市民社会 

地域と金融 

地域データ分析 

マーケティング論 

交通マネジメント 

企業マネジメント論 

企業とコンプライアンス 

ローカル・ガバナンス論 

地域空間マネジメント論 

税務会計 

自治体経営論 

地域観光論 

企業会計 

経営戦略論 

公共経営論 

地域コミュニティデザイン 

地域文化資源論 

生活デザイン論 

流通経済論 

交通経済論 

経営情報システム 

専門応用科目 

（地域政策） 

 防災・危機管理政策 

社会保障論 

メディア論 

情報政策論 

地方税制 

公共政策論 

政治参加論 

地域と政治 

情報産業論 

マスコミュニケーション論 

政策分析論 

地域コミュニティ論 

デジタル・デモクラシー論 

公共選択論 

ゼミナール科目 
 専門ゼミナールⅠ ◆ 専門ゼミナールⅡ ◆ 専門ゼミナールⅢ ◆ 

卒業論文・卒業研究指導 ◆ 
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①『専門基礎科目Ⅰ』 

主に 1・2 年次を対象にマネジメントに関わる理論分野の学問体系を包括的に学ぶ入門科目群です。 

 

②『専門基礎科目Ⅱ』 

専門基礎科目Ⅰの学びに加え、マネジメントの専門的な学習を進める上で，基本となる知識・技能の習

得を目指します。Ⅰ・Ⅱあわせて、専門応用科目の学びに備えた基礎を構築します。 

 

③『ふくしまに学ぶ（応用）』 

学生一人一人が被災地の将来に自らどう関わるかを考える機会を、体験的学修を通して提供する科目

群です。 

 

「東北地域論」では、東北地方における歴史，経済，政策について学び，グローバルな視点から今後の

東北を考えることを通して、東北の課題を自分ごととして思考する基礎力を身につけます。 

 

「企業・行政・エクスターンシップ」では、企業や行政の実際・実務について学習し、職業人意識を高

め、実践知を深めることを目指します。 

 

④『専門応用科目』 

専門基礎科目の学びを継承しながら、企業や行政の協働やそれらに関与する地域市民の 協働を実現に

導き、新たな地域資源の発掘による産業の振興や地域の生活基盤を構想する べく、専門性を高めます。

専門応用科目はさらに、経営系の科目を中心とした「地域経営」と、政策系の科目を中心とした「地域政

策」に分けられます。関心や進路に応じて、いずれかの科目群に重点を置きつつも、両方の科目群から自

由に学び進めることができます。 

 

⑤『ゼミナール科目』 

2 年次からアクティブラーニングを中心とした少人数教育の場としてゼミを選択します。学生のキャ

リアプランや学修状況に応じた科目選択についてきめ細かなアドバイスを行い、最終的に達成度を総合

的に測る指標となる卒業論文・卒業研究へと導きます。 

 

 

３．授業科目履修上の注意 

 

教育課程(カリキュラム) の基本的な考え方 

マネジメント学部地域マネジメント学科で開設される授業は「Ⅳ．教育課程」のとおりです。 

教育課程(カリキュラム)は、「教養教育科目」「専門教育科目」に分かれています。そして、科目ごとに、

授業方法(講義、演習、実験・実習)、履修できる学年(1～4 年次)、科目の種類(必修・選択必修・選択)、

単位数(1 単位・2 単位)が決められており、これらの科目から履修する授業科目を決めていきます。 
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・単位とは 

単位とは、学習時間を表したものであって、ある科目について所要の時間数を履修し、その試験に合格

したとき、あるいは授業科目担当者がその科目を履修したことを認定した時に単位を取得したことにな

ります。 

 

・学習時間について 

学習時間は年間を前期（４月～9月）と後期（10月～3月）の 2 期に分け、１期 15 週とします。 

授業科目によっては前後各１期で完結する「半期科目」と、１か年（通年）30 週で完結する「通年科

目」があります。 

 

・単位の計算方法について 

単位の計算方法は「大学設置基準」に基づいて本学学則に定められています。各授業科目の単位数は、

１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業方法に応

じ、当該授業による教育効果、授業時間以外に必要な学修を考慮して、次の基準により計算します。 

 

 

●講義、及び演習については、15 時間から 30 時間の範囲で、本学が定める時間の授業をもって１単

位とします。 

●実験・実習および実技については、30 時間から 45 時間の範囲で、本学が定める時間の授業をもっ

て１単位とします。 

●授業時間は 2 時間連続（正味 90 分）を 1 時限としておりますので、各時限を 2 時間として単位

の計算をします。 

●授業時間以外に必要な学修時間の計算方法は、講義 2 単位の場合、 90 時間の学修が必要です。１

回 2 時間（90 分）で 15 回の授業では、2 時間×15 回＝30 時間（90 時間の１／3）の学修になりま

す。90−30＝60 時間は授業外の学修時間（予習・復習）となり、この場合 60 時間分の予習・復習等の

学修が必要となります。 

 

 

４．卒業要件と履修方法 

 

・履修できる学年について 

教育課程表(カリキュラム)の「履修年次」に１～４までの数字がありますが、これはその授業を受ける

ことができる履修年次です。「１」の場合、「１年次に受けることが望ましい授業」ということです。 

 

・授業科目の種類について 

授業科目には、「必修科目」、「選択必修科目」、「選択科目」に大別されます。 
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必 修 科 目 

卒業までに必ず単位取得しなければならない科目。 

地域マネジメント学科で学ぶ学生が、最低限単位を取得する必要のある科目であり、卒業時にこれらの

科目のうちひとつでも単位を取得できていなければ卒業ができません。 

 

選 択 必 修 科 目 

科目区分の中から履修する科目を自ら選択し、必要な単位数を取得しなければならない科目。 

教育課程表(カリキュラム)のとおり、指定されている科目区分の中から 2 科目 4 単位以上必ず選択し

て履修し、単位を取得しなければならない科目です。 

 

選 択 科 目 

それぞれが自由に選択して履修することができる科目。 

「選択科目」は原則として「受けてみたい」という科目を卒業に必要な単位数を満たす範囲で自由に選

ぶことができますが、興味ある授業だけを選択するのではなく、本学 HP に掲載されている「授業計画

(シラバス)」を参考にして、幅広い教養を学ぶために様々な分野の科目を選択してください。 

・卒業に必要な単位数について 

「単位数」は決められただけの数を取得していないと卒業できません。地域マネジメント学科の「卒業

に必要な単位数」は次のとおりです。 

 

●教養教育科目 28単位以上(必修科目 20 単位、選択科目 8 単位以上) 

●専門教育科目 96単位以上(必修科目 22 単位、選択必修 12 単位、選択 62 単位以上) 

＜選択必修 12 単位の履修＞ 

科目区分「ふくしまに学ぶ(応用)」「専門応用科目(地域経営)」「専門応用科目(地域政策)」 

それぞれ 2 科目 4 単位以上必修 

合計 124 単位以上(履修科目の登録の上限 45 単位(年間)) 
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最低必要単位数 

授 業 科 目 
卒 業 

必修 選択必修 選択 

教養教育科目 

ふくしまに学ぶ ８単位 ─ 

８単位以上 

アカデミック・リテラシー ６単位 ─ 

人の営みと社会の基礎 ６単位 ─ 

世界をひろげる ─ ─ 

体育分野 ─ ─ 

小 計 ２０単位 ─ ８単位以上 

合 計 合計２８単位以上 

専門教育科目 

専門基礎科目Ⅰ ６単位 ─ 

62単位以上 

専門基礎科目Ⅱ ８単位 ─ 

ふくしまに学ぶ（応用） ─ ４単位 

専門応用科目（地域経営） ─ 4単位 

専門応用科目（地域政策） ─ 4単位 

ゼミナール科目 ８単位 ─ 

小 計 ２２単位 12単位 62単位以上 

合 計 合計９６単位以上 

総 合 計 合計１２４単位以上 

 

５．各種資格取得課程 

  

①社会福祉主事任用資格 

社会福祉主事は、社会福祉法に基づいて置かれ、都道府県・市町村の行政機関において、各種福祉法令

に定められた業務にあたることを職務としています。この職務に就くためには地方公務員として任用さ

れ、福祉事務所等の部署に配属されなければなりません。よって、社会福祉主事とは、任用されてはじめ

て名乗ることができる「任用資格」となります。 
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 社会福祉主事任用資格取得方法 

 マネジメント学部地域マネジメント学科では、以下の 3 科目取得で卒業と同時に「社会福祉主事任用

資格」取得が可能となります。 

 ・「法学」 

 ・「民法」 

 ・「行政法・地方自治法」 

以上の 3 科目は、いずれも卒業必修科目ですので卒業と同時に「社会福祉主事任用資格」取得が可能

となります。厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する（指定）科目のうち地域マネジメント学科で開講

している以下の科目のうち 3 科目以上修め卒業した者は「社会福祉主事任用資格」の条件をクリアする

ことになります。 

地域マネジメント学科の授業科目である「社会保障論」、「心理学概論」、「地域福祉論」、「経済学概論」、

「法学」※、「民法」※、「行政法・地方自治法」※、以上の 7 科目のうち 3 科目以上修め卒業した者は

「社会福祉主事任用資格」の条件をクリアすることができます。７科目のうち※印の３科目は卒業必修

科目ですから、卒業と同時に「社会福祉主事任用資格」取得が可能となります。 

 

 

②ビジネス系資格（上級データサイエンス・AI 実務パスポート、データサイエンス・AI 実務パスポート、

ビジネス実務士） 

 

一般財団法人 全国大学実務教育協会認定による「上級データサイエンス・AI 実務パスポート」、「デー

タサイエンス・AI 実務パスポート」、「ビジネス実務士」の資格について、所定の単位を修得することに

より取得することができます。 

 

 

〇上級データサイエンス・AI 実務パスポート 

データサイエンスや AI を活用する実務や DX を主導的に推進する人材として、その重要性と社会にお

ける責任を理解し、適切に実践できることを目指します。 

この資格をいかせる業務：事務業務、マーケティングや商品開発、医療・ヘルスケア、通信業、IT関連

企業 など 

 

「上級データサイエンス・AI 実務パスポート」資格取得方法 

「領域１～３」で指定する必修科目（必修修得単位数合計 8 単位）および必修科目を含む「領域１～

３」で指定する科目から総修得単位数 24 単位以上で取得可能。「上級データサイエンス・AI 実務パスポ

ート」資格に関する授業科目および必修・選択の別等は以下および「Ⅳ．教育課程」を参照してください。 
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資格取得に必要とする単位数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「上級データサイエンス・AI実務パスポート」教育課程編成表

必修 選択

ＩＣＴリテラシー 2 単位 ● ●

データリテラシー 2 単位 ○ ○

メディアリテラシー 2 単位 ○ ○

復興とメディア 2 単位 ○ ◎

マネジメントのための数学 2 単位 ● ●

経済統計 2 単位 ● ●

統計学入門 2 単位 ○ ○

エクスターンシップ・リテラシー 2 単位 ○ ○

プログラミング基礎 2 単位 ○ ○

情報政策論 2 単位 ○ ◎

情報産業論 2 単位 ○ ◎

専門ゼミナールⅠ 2 単位 ● ●

地域データ分析 2 単位 ○ ◎

経営情報システム 2 単位 ○ ◎

●：必修科目

◎：選択必修科目

○：選択科目

領

域

２

領

域

３

授業科目名 単位数

資格

必修

選択

卒　業

領

域

１

必修修得単位数 領域1 　(2)単位 領域2 　(4)単位 領域3 (2)単位 総修得単位数 　(24)単位

●必修：すべて（領域1～3）

○選択：領域1～3から計16単位以上

【必修・選択　合計24単位以上】
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〇データサイエンス・AI 実務パスポート 

データサイエンスや AIを活用するための基礎知識を有し、実務を適切に実践できることを目指します。 

この資格をいかせる業務：事務業務、サービスの改善、飲食業、運輸業 など 

 

「データサイエンス・AI 実務パスポート」資格取得方法 

「領域１～３」で指定する必修科目（必修修得単位数合計 8 単位）および必修科目を含む「領域１～

３」で指定する科目から総修得単位数 16単位以上で取得可能。「データサイエンス・AI 実務パスポート」

資格に関する授業科目および必修・選択の別等は以下および「Ⅳ．教育課程」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資格取得に必要とする単位数 

 

 

 

 

 

 

「データサイエンス・AI実務パスポート」教育課程編成表

必修 選択

ＩＣＴリテラシー 2 単位 ● ●

データリテラシー 2 単位 ○ ○

メディアリテラシー 2 単位 ○ ○

マネジメントのための数学 2 単位 ● ●

経済統計 2 単位 ● ●

統計学入門 2 単位 ○ ○

エクスターンシップ・リテラシー 2 単位 ○ ○

プログラミング基礎 2 単位 ○ ○

基礎ゼミナール 2 単位 ● ●

地域データ分析 2 単位 ○ ◎

経営情報システム 2 単位 ○ ◎

●：必修科目

◎：選択必修科目

○：選択科目

領

域

２

領

域

３

授業科目名 単位数

資格

必修

選択

卒　業

領

域

１

必修修得単位数 領域1 　(2)単位 領域2 　(2)単位 領域3 (2)単位 総修得単位数 　(16)単位

●必修：すべて（領域1～3）

○選択：領域1～3から計8単位以上

【必修・選択　合計16単位以上】
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〇ビジネス実務士 

経済社会で即戦力となれるビジネスプロの能力修得を目指します。 

この資格をいかせる業務：一般事務、営業・販売 など 

 

「ビジネス実務士」資格取得方法 

「領域１～３」で指定する必修科目（必修修得単位数合計 6 単位）および必修科目を含む「領域１～

３」で指定する科目から総修得単位数 10 単位以上で取得可能。「ビジネス実務士」資格に関する授業科

目および必修・選択の別等は以下および「Ⅳ．教育課程」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資格取得に必要とする単位数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ビジネス実務士」教育課程編成表

必修 選択

基礎ゼミナール 2 単位 ● ●

エクスターンシップ・リテラシー 2 単位 ○ ○

経営管理論 2 単位 ● ●

ソーシャルビジネス論 2 単位 ○ ○

人材マネジメント論 2 単位 ○ ○

地域連携演習Ⅰ 2 単位 ● ●

被災地フィールドワーク 2 単位 ○ ○

企業・行政・エクスターンシップ 2 単位 ○ ◎

●：必修科目

◎：選択必修科目

○：選択科目

領

域

２

領

域

３

授業科目名 単位数

資格

必修

選択

卒　業

領

域

１

必修修得単位数 領域1 　(2)単位 領域2 　(2)単位 領域3 (2)単位 総修得単位数 　(10)単位

●必修：すべて（領域1～3）

○選択：領域1～3から計4単位以上

【必修・選択　合計10単位以上】


